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教材が現状の主流であり,生徒の自由な観察を促せているのかどう力  $\iota$ , 画面上の決まり



















刻みだが、0.5刻みなどにもすることができる.rSnap to Grid」 は格子に近づくと自動












行うサイトである GeoGebraTube を参照した.そこで \mathrm{r}_{\mathrm{s}\mathrm{n}\mathrm{a}\mathrm{p}}」 をキーワード検索すると
スナップに関連した教材を見ることができる [1]. 公開されている教材の中には実際にス
ナップの実装を行ったものがいくつかある.現在,GeoGebraで実装されているスナップ




下に示す実装方法は公開されていた rSnap to Point」 [2] という教材を参考にした.
1. スナップする点 (ここでは A) , スナ
ップされる点 (ここではB),距離の
閾値 (ここでは  $\varepsilon$ ) を定義する
2. 点 \mathrm{A} のProperties にある Scripting の
On Update に以下を記述する.
\mathrm{A}=\mathrm{I}\mathrm{f}[\mathrm{D}\mathrm{i}s\mathrm{t}\mathrm{a}\mathrm{n}\mathrm{c}\mathrm{e}[\mathrm{A}, \mathrm{B}]< $\varepsilon$, \mathrm{B}, \mathrm{A}]
-- ‐ -\mathrm{X} i鋼冒霧 .. ‐ --\mathrm{x}^{\mathfrak{l}}
\mapsto\infty-\leftrightarrow \mathrm{r}\rightarrow.
—
A :_{\backslash }B\prime:'\prime\backslash \prime\backslash \mathrm{c}-,.-----\downarrow^{\mathrm{T}\mathrm{h}\text{展鄭}\mathrm{h}\mathrm{o}\mathrm{U}} \underline{|^{ $\tau$}|_{--\overline{\ddot{\infty}\vee\infty.\grave{\mathrm{m}}}}^{-}}.
図1 実装の概形.
上のプログラムは点 \mathrm{A} が更新されることをイベントリスナーとして実行され,逐次,






1. 任意の点 (ここではP) , 任意の
オブジェクト (ここではobject)
と閾値 (ここでは  $\varepsilon$ ) を作る
2. object 上に点 (ここでは Q) を取る
※ \mathrm{Q} はオブジェクト上でしか動け
ない ‘Point on Object” で定義
する.
3. 点 \mathrm{P} のproperties にある Scripting
のOn Update に次のプログラムを
記述する
SetValue [\mathrm{Q}, \mathrm{P}] 図2 実装の概形.図の場合では object
SetValue[\mathrm{P} , If[Distance[P, \mathrm{Q}]< $\varepsilon$, \mathrm{Q}, \mathrm{P}] ] は y=x^{2} である 点 \mathrm{P} が動くと点 \mathrm{Q} はy=x^{2} 上で点 \mathrm{P} と y=x^{2} の最小の距離を
取る点として動く.
点 \mathrm{P} が動くとプログラムが実行され,点 \mathrm{Q} はオブジェクト上で点 \mathrm{P} に最も近い点と

























図4 [6]を実際に使用した例.一見きれいに 図5 実際の実装の様子.パーツに
はまっているように見えるが,ところどころ ある点は動かすための点.下の斜辺










ができること」 , 「指定した箇所にしっかり当てはまること」 である.この2つを満たす
ために点から点へのスナップ機能を用いる.方法としてはそれぞれのパーツ上の好きな
場所に点 (図5では \bulletの点) を取る.この点がパーツを動かすための点となりスナップ
する点となる.さらにそれぞれのパーツがふさわしい場所に移動したとする.このとき



























えられる図を作ったらその図から三角形のパーツを作成する (図  7-[\mathrm{a}] ). この三角形は自
由に動かすことができ,角度を保ちながら拡大・縮小ができるようにし,さらに三角形
の頂点は元の図形の頂点や交点にスナップすることができるようにする.これによって
任意の動き,回転,スケールを変えることを可能にし(図 7-[\mathrm{b}] ), 同時に頂点にぴったり
合わせるということができる.相似な図形でなければ当てはまらないが (図 7-[\mathrm{c}] ), 相似

























そこでアポロニウスの円を例に挙げ,次の様な教材を考える.2定点を \mathrm{A}, \mathrm{B} とし動
点を \mathrm{P} とする (図 8-[\mathrm{a}]). この点 \mathrm{P} は自由に動かすことができ,“Trace On”の機能をオ
ンにしておく.これにより点 \mathrm{P} が動くと点 \mathrm{P} の軌跡が色付きで表示される.また点 \mathrm{P} を
動かすと2定点からの距離を動的に計算し,点 \mathrm{P} と2定点からのそれぞれの距離の比が


































まず補助線を引く手順として 「平行,垂直,延長線,頂点を結ぶかを決める」 \rightarrow 「直




























つの点 (図9における \bulletの点) がスナップする点である.また各頂点をスナップされる点
(図9における \mathrm{x}の点)とする.これで教材の準備は終わりである.次に正答判定の仕方
を説明する.今回は直線BD が答えなので答えが分かり,補助線を決める2つの点をそ














スナップという機能がオブジェクトに対して,磁石の \mathrm{N} 極と \mathrm{S} 極が引きあうように
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